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第

次
大
戦
期
に
お
り
る
米
国
の
海
外
投
資岡

国

賢

ま

え

が

き

一
第
一
次
大
戦
期
の
海
外
投
資

ニ
事
戦
前
に
お
け
る
証
券
投
資

三
政
府
資
金
の
動
員

四
品
川
外
佐
務
の
縮
減

五
置
接
投
資
の
亮
民
的
特
質

士正

え

が

き

ア
メ
リ
J

カ
合
衆
国
は
、
独
立
主
り
己
り
か
た
久
し
く
国
際
経
済
に
治
い
て
後
進
国
た
る
地
位
に
と
ど
ま
る
乙
と
を
余
儀
た
く
さ
れ
、

国
際
貸
借
関
係
に
お
い

τも
債
務
国
と
し

τ
心
地
位
を
ぬ
け
だ
す
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
大
戦
白
勃
発
に

と
も
な
い
、
ア
メ
リ
カ
の
演
び
た
特
具
志
役
割
は
、
己
心
国
を
し
て
一
躍
世
界
的
な
債
権
国
へ

ω飛
躍
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
そ
し
℃
こ

れ
に
つ
づ
く
一

0
年
代
心
戦
後
復
興
を
通
じ

τ
「
永
遠

ω繁
栄
」
世
話
歌
す
る
と
い
う
新
L
H
事
態
が
出
現
し
た
り
は
、
周
知
の
と
治

り
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
は
他

ω
交
戦
諸
国
と
具
左
り
、
一
九
一
四
年
か

b
一
九
一
九
年
に
い
た
る
一

0
年
代
白
後
半
(
己
の

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

四
七

第
六
号

四



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
梅
井
設
資

第
七
十
八
巻

四
七
凹

第
六
号

回

目

期
間
を
便
宜
上
第
一
次
大
戦
期
と
よ
ぷ
)
を
と
お
し
て
急
激
な
膨
脹
を
と
げ
る
と
と
も
に
、
一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
海
外
投
資
の
発

展
を
招
来
す
べ
き
基
盤
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
付
第
一
次
大
戦
期
に
ゐ
げ
る
米
国
の
海
外
投
資
が
い
か
な
る
形
態
を
と
っ
て
現
わ
れ
た
か
、
ま
た
同
そ
の
投
資
は
モ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
に
実
現
さ
れ
た
か
を
追
及
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
債
権
国
へ
の
飛
躍
の
過
程
を
明
b
か
に
す
る
と
と
も
に
、

海
外
投
資
の
発
展
過
程
に
治
け
る
当
期
間
の
特
質
を
つ
き
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
期
の
海
外
投
資

第
一
次
大
戦
は
、
何
よ
り
も
米
国
に
対
し
て
生
産
の
拡
充
を
う
な
が
し
、
拡
大
さ
れ
た
生
産
は
そ
の
ま
ま
欧
州
へ
白
輸
出
増
加
に
よ

っ
て
、
米
国
の
戦
時
利
待
と
た
ヮ
て
は
ね
か
え
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
国
富
の
増
加
を
ま
礎
と
し
て
、
戦
時
海
外
投
資
の
発
展
と
債
権

国
へ
の
飛
躍
が
、
注
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

一
九
一
四
年
六
月
一
日
お
よ
び
一
九
記
末
の
国
際
貸
借
状
況
を
比
較
す
れ
ば
、

第
一
衰
の
と

b
pて
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
士
中
心
と
す
る
一
九
一
四

l
一
九
年
に
わ
た
る
五
カ
年
聞
の
米
国
の
海
外
投
資
の
発
展
は
そ
の
私
的
長
期
投
資

総
額
に
つ
い
て
は
一
九
一
四
年
額
一

0
0
に
対
し
て
一
九
一
九
年
額
は
一
八
四
、
そ
の
増
加
額
二
八
億
ド
ル
は
一
八
九
七
年
か
ら
一
九

一
四
年
K
い
た
る
一
八
カ
年
の
投
資
増
加
額
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。
も
し
こ
れ
に
合
衆
国
政
府
借
款
約
一

O
O億
ド
ル
を
加
算
す
れ
ば
、

突
に
四
・
四
惜
の
増
加
が
算
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

h
わ
ゆ
る
戦
債
た
る
政
府
借
款
は
さ
て

b
き
、
長
期
投
資
に
つ
い
て
、
地
域
別
の
分
布
比
室
と
増
加
指
数
を
示
せ
ば
第
二
衰
の
と
ゐ

り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
次
大
戦
前
に
最
も
主
要
た
米
国
心
海
外
投
資
地
域
と
目
さ
れ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
が
著
し
い
低
落
を



第一表米国の圃隈貸借状況(単位10広石ドル〕
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向
が
当
期
聞
に
一
層
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

示
し
、
カ
ナ
ダ
地
域
も
ま
た
、

一
九
世
粗
末

な
い
し
一
九

O
八
年
に
は
メ
宇
和
ン
ヨ
に
づ
い

て
二
八
%
弱
の
比
重
を
占
め
て
い
た
む
に
く

b
wへ
て
、
か
な
り
白
縮
減
主
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ヨ

l
R
ッ
ベ
が
圧
倒
的
な
重

要
性
主
も
つ
に
い
た
り
、
南
米
ま
た
二

O
世

相
初
頭
の
五
%
余
に
く
ら
べ
て
非
常
な
発
展

を
と
げ
て
い
る
。
即
ち
総
的
体
に
見
て
、
遠

隔
地
域
群
白
投
資
対
象
地
域
と
し
て
白
重
要

性
が
一
段
と
増
加
し
、
一
九
一
九
年
額
て
は

近
接
地
域
群
の
投
資
額
と
の
割
合
は
ほ
ぼ
均

等
し
て
お
り
、
米
国
海
外
投
資
白
外
延
的
傾

ま
た
投
資
形
態
別
に
、
直
接
投
資
と
証
券
投
資
と
り
比
較
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
白
増
加
状
況
は
、
直
接
投
資
て
は
一
九
一
九
年
額

は
一
九
一
四
年
額
の
一
・
五
倍
弱
で
あ
る
り
に
対
し
、
証
券
投
資
て
は
=
一
倍
の
伸
長

t
示
し
、
か
つ
阿
種
類
投
資
が
総
投
資
額
中
て
占

め
る
比
重
は
一
九
一
四
年
に
は
三
対
一
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
九
一
九
年
て
は
三
苅
二
心
比
率
と
な
り
、
当
期
に
ゐ
い
て
は
、
直
接

投
資
の
増
加
も
さ
る
乙
と
な
が

b
、
特
に
証
券
投
資
が
異
常
友
発
展
生
と
げ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
さ

第
一
次
大
戦
期
に
和
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第
七
十
人
巻

四
七
五

第
六
号

四
五



第
一
次
大
戦
期
に
布
け
る
米
国
の
海
外
挺
資

、子毛主|構成比重 |増加指数 l
-J4主主I~竺 l!?lM211l

ij「lJ
I 戸市日E1184
両元函示ijflrJ?。額実

第
七
十
人
巻

第
六
号

四
アミ

四
七
六

b
に
証
券
投
資
種
別
と
し
て
、
ド
ル
証
券
と
外
貨
証
券
へ
白

投
資
地
率
を
見
れ
ば
、
第
三
表
D
示
ナ
よ
う
に
、
戦
前
に
く

b
ペ

τ
一
九
一
九
年
額
て
は
F
ル
証
券
が
隔
絶
し
た
比
重
を

占
め
て
い
る
o

h
う
ま
で
も
な
く
己
白
傾
向
は
、
第
一
次
大

戦
に
よ
る
米
国
白
経
済
力
。
発
展
、

γ
ル
に
対
す
る
国
際
的

信
用
度
の
増
加
、
ひ
い
て
は
閏
際
関
係
に
治
け
る
米
国
の
地

位
の
躍
進
を
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
円
。

か
く
て
第
一
次
大
戦
を
中
心
と
す
る
当
期
の
米
国
海
外
投
資
は
、
大
戦
前
の
帝

園
士
一
義
的
旋
回
期
に
お
け
る
そ
の
形
態
的
特
色
と
対
比
し
℃
、
地
域
的
た
投
資
拡

散
傾
向
が
さ
ら
陀
発
展
強
化
さ
れ
、
か
つ
モ
の
発
展
は
証
券
資
本
白
動
員
と
政
府

資
金
白
貸
付
を
主
軸
と
し
て
押
し
進
め
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
貸
付
資
本
白
海

外
動
員
を
中
核
と
し

τ債
権
国
た
る
地
位
を
確
立
し
、
こ
れ
と
併
行
し
て
直
接
投

資
の
発
展
が
図
b
れ
た
点
に
特
異
白
意
義
主
も
っ
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
以
下

毛
れ
ぞ
れ
の
投
資
過
程
の
実
態
を
な
が
め
て
み
Z
う。

|彊E戸胃F函可可司可市-百司函
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1
 
(
 
当
期
に
相
け
る
生
産
増
加
の
指
標
と
し
一
℃
製
造
品
。
生
産
指
数
を
示
せ
ば
次
の
と
布
り
で
あ
る
。

瓦百五J

註

一
九

O
九
一
三
年
を
平
均
一

0
0と
す
る
。

同一吋∞匂
I
H
O
A
F四
-
M
V
H
4
h
w

四
国

F
τ
a
p
E
H
F
目白
E
a
F
o
p
E
t
E
m宮
ロ
一
色
∞

E
H
Z
E
t
F
n
司

P

ま
た
輸
出
額
と
そ
の
内
に
占
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
輸
出
額
は
上
査
の
と
お
り
で
あ
る
。
戦
時
利
揮
に
つ
い
て
は
、
そ
品
自
体
に
多
〈
の
問
題
点
走

も
ワ
炉
、
こ
こ
で
は
迂
回
し
て
一
ワ
の
指
標
と
し
て
、
全
会
社
に
闘
す
る
下
衰
の
資
料
を
引
用
す
る
。

昨日一
単位10日万ドル，単位以下

四捨五入

U. S. Dept. of COn1merce; 

ibid.， p. 21)0 

参
戦
前
に
お
け
る
証
券
投
資

年次!総利潤|利潤牢

1911 28.5 1.7% 

1912 37.7 6.1 

1913 37.3 5.8 

1914 27.2 4.3 

1915 44.4 6.9 

1916 79.1 12.0 

1917 79.4 11.3 

1918 49.7 6.6 

1919 66.9 7.6 

'i'U潤額単位億ドル
Labot" Reseo.日hAS5ociation ; 

Trends in Americ，:m Gapital 

ism， 1948 

(高橋，松田共訳)32頁

第
一
川
町
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
山
鴨
川
町
設
資

一
九
一
四
年
七
月
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
中
、
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
民
主
党
)
は
八
月
に
巾
立
宣
言
を
発
し
た
。
そ
し
て
こ

四
七

第
七
十
八
巻

四
七
七

第
六
号



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
4
4
国
の
海
外
提
資

第
七
十
八
巻

四
七
人

第
六
号

四
ノに

の
政
府
の
と
る
中
立
政
策
白
見
解
に
も
と
づ
い

τ、
民
間
貸
付
も
制
限
さ
れ
る
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
た
こ
の
た
め
そ
ル
ガ
Y

に
よ
る
対

jt 

仏
一
億
ド
ル
貸
付
も
計
画
心
み
に
と
ど
ま
ヲ
た
が
、
モ
の
後
政
府
見
解
の
修
正
に
よ
っ
て
民
間
貸
付
は
許
可
さ
れ
る
に
至
り
、

四
年
一

O
月
に
は
ナ
シ
ョ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行
に
よ
る
対
露
五

0
0方
ド
ル
治
よ
び
対
仏
一

0
0
0万
ド
ル
の
貸
付
が
治
己
な
わ
れ
た
。

こ
れ
に
引
き
つ
づ
い

τ翌
一
五
年
に
は
モ
ル
ガ
ン
商
社
が
突
仏
両
国
白
対
米
物
資
目
見
付
代
行
機
関
と
た
り
、
信
用
供
支
を
担
当
し
、
=
一

月
に
は
同
商
人
去
に
よ
る
対
仏
五

0
0
0方
ド
ル
白
貸
付
が
な
さ
れ
た
。
同
七
日
後
六
月
八
日
に
は
交
戦
国
白
公
債
公
募
も
容
認
さ
れ
る
己

と
に
な
り
、
一

O
月
に
は
王
億
F
ル
白
英
仏
政
府
債
白
公
募
が
お
こ
な
わ
れ
、
以
後
ア
メ
リ
カ
内
に
お
け
る
公
募
は
活
況
を
呈
し
て
、

米
国
白
欧
州
諸
国
に
対
す
る
債
権
国
た
る
基
礎
が
つ
〈
ら
れ
た
の
で
あ
ゐ
。
こ
れ
b
の
公
募
状
況
を
開
戦
以
後
一
九
一
六
年
末
ま
で
に

1171-zl日

'"ードッグス市 20.000 

| ン市 I20.000 

1916 

一
叫
比

一
V

9

計

一

剛

山

一

向

山

一
一
岡
山

一
w
d

づ
い
て
み
れ
ば
、
第
四
表
白
と
お

H
て
あ
り
、

一
九
一
五
年
初
か
ら
米
国
の
参
戦
直
前
の

九
一
七
年
四
月
五
日
に
悼
た
る
期
関
心
公
募

額
約
三
六
億
F
ル
白
債
務
国
別
状
況
は
第
主

衰
の
と
お

p
て
あ
る
。

こ
れ
ら
む
公
募
外
債
は
六
カ
月
か

b
豆
年

以
内
D
短
期
債
が
九
O
V
P
余
士
占
め
亡
い
る

こ
と
は
前
表
か

b
も
知
り
う
る
。
ま
た
債
権

国
の
優
位
に
も
と
づ
い
て
、
己
れ
ら
の
外
債
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269.6 

0

3

5
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5
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4
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(ドイツ四み υ
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(
 
政

地

都

社

は
す
べ
て
ド
ル
債
券
白
形
態
を
と
っ
て

い
る
。て
は
、
と
の
外
債
募
集
条
件
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
と
れ
に
つ
い

て
若
干
の
例
証
を
示
め
モ
う
。
例
え
ば
、

一
九
一
五
年
一

O
Bの
五
億
ド
ル
の
英

仏
政
府
債
は
利
率
五
が
、

満
期
て
あ
る
が
、
引
受
業
者
は
こ
れ
を

一
九
二

O
年

額
商
の
九
六
必
て
引
受
け
、
九
八
形
て

業
者
引
受
は
額
面
白
九
九
・

O
七
%
、

七
年
二
月
の
英
閏
債
一
一
億
五

0
0
0万
ド
ル
は
利
率
五
・
五
形
、
そ
の
半
分
は
一
九
一
八
年
満
期
、
残
余
は
一
九
一
九
年
満
期
て
あ
る
が
、

一
般
に
売
却
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
一

一
般
売
却
は
九
九
・
五
二
%
と
た
っ
て
H
る
。
仏
国
債
の
場
合
は
英
図
債
の
場
合
よ
り
も
高
〈
、

一
九
一
六
年
一
一
月
の
六

0
0
0万
ド
ル
は
、
利
率
六
形
、
一
九
一
九
年
満
期
、
引
受
は
九
六
・
五
形
、
一
般
売
却
は
九
八
ガ
て
お
こ
た

わ
れ
た
。
露
国
債
の
場
合
は
更
に
高
く
、

一
九
一
六
年
の
一
一
五

O
O万
F
ル
は
利
率
五
労
、
一
九
一
一
一
年
満
期
、
引
受
は
額
面
の
九

0
・

二
五
形
、
売
却
は
同
じ
〈
九
四
・
七
五
必
て
お
こ
た
わ
れ
た
。
し
か
も
五

O
O万
ド
ル
が
未
消
化
白
ま
ま
業
者
の
手
も
と
に
残
っ
た
。

こ
れ
ら
の
外
債
に
つ
い
て
、
平
均
名
目
利
率
は
五
・
一
一
一
%
、
し
た
が
っ
て
平
均
実
効
利
廻
り
(
言
自
民
間
o
a
o
S
5
2
2
2
Z
E
Rは
五
・

第
一
決
大
戦
期
に
h

刊
行
る
米
国
の
栴
外
投
資

第
じ
十
八
巻

四
七
九

第
六
号

四
九



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第六表 米国証券技資

地域分布(単位100万ドル)

[=孟空E戸司I 1919 
}ロツノ{I 118.5 11，293.3 
カナダ I~48.8 I 728.5 

キュー川西印度 I55.0 I 38.9 
メキジコ I266.4 I 265.3 
中米 3.6 I 2.3 
南米I42.6 I 111ι6 
アフリカ 0.2 日2

アジア I126.4 I 134.8 

大 百二 洲 I - I 1.2 

__  i1t_ 18巴国土
C. Lewis ~ ibid.， p. 606 ょP算定

第
七
十
八
巻

第
六
号

五。

四
八

O

四
七
d
p
J
し
あ
る
。

な
島
長
期
債
(
五
年
川
以
上
)
の
モ
れ
は
五
・
二
五
%
で
あ

り
、
ま
た
戦
局
の
織
烈
化
に
と
も
な
っ
て
、
金
融
引
緊
め
と
債
権
保
全
の
処

置
が
と
ら
れ
る
工
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
実
効
利
廻
り
に
つ
い
て
は
英
、

仏
会
債
に
つ
い
て
も
、
一
九
一
五
年
の
平
均
五
・
一
一
労
か
ら
、

に
は
五
・
六
%
へ
の
と
昇
が
み
ら
れ
、
他
方
、
担
保
設
定
の
要
求
が
た
さ
れ

一
九
一
七
年

て
、
一
九
一
五
年
の
前
記
英
仏
債
を
除
き
以
後
の
公
債
発
行
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
額
面
額
の
一
一
一

0
4川
に
相
当
す
る
見
返
り
担
保
が
要
求
さ
れ
た
の
て
あ
か
Q

こ
れ
ら
の
指
標
に
も
と
づ
い
て
戦
時
外
債
ハ
公
募
に
と
も
左
ろ
収
岨
怖
を
推
計
す

れ
ば
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
七
年
四
局
主
ゼ
の
発
行
利
得
は
七
八

O
O方
ド
ル
、
一
九
一
八
年
末
ま
J

し
の
利
息
額
は
概
算
三
億
八

三
O
O
万
F
ル
が
計
上
で
き
る
。
こ
白
額
は
一
九
一
四
ー
一
八
年
の
国
際
収
支
K
あ
b
わ
れ
た
米
国
の
一
海
外
投
資
収
入
の
約
三
分
の
一

に
相
当
す
る
も
の
で

b
u、
己
の
外
債
公
勤
の
重
要
性
世
話
る
一
指
標
と
も
仏
る
ぜ
あ
ろ
う
。

な
お
一
九
一
四
年
お
よ
び
一
九
年
の
事
券
投
資
白
地
域
介
布
状
況
は
第
六
表
と
お
り
で
あ
る
。

似

凸

E
4
2
T
M
E
F
沼
-uE
明

ω
n
E
5
1
E
F
旬
封
。

川
明
口
I
F
2
2
F
E
S
E
叫

ω
∞
き
な
お
本
文
引
用
の
一
九
一
六
年
フ
ラ
ン
ス
ハ
公
債
六
0
0
0
万
ド
ル
の
公
募
在
宅
同

H回目
P
E
は
計
上
し
℃
い
な

τ
(第
四
表
参
照
)
。

切
一
九
一
四
一
八
年
の
海
外
設
資
収
入
は
九
一

O
億
ド
ル
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
口
伊
り
4
R
g
B
H
a
P
E
E
Z
u
F
R目
a
f

口
自

E
M
U
F
F唱
凶

品

目

1
白

】

a

同
居
且
骨

MM
戸
田
且

-nEa
口i
円

-FEWHE
〉

E
ロ
B.m
出品。ロ
g
H
E
p
p
a
H
E
H
Z
E
B
H
C
M
F
胃・

2
I
H
4世
間



政
府
資
金
の
動
員

一
九
一
七
年
四
万
大
目
、
米
国
の
参
戦
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
連
合
諸
国
に
対
ナ
る
金
融
援
助
は
も
っ
ぱ
ら
政
府
白
手
ぞ
必
己
た

わ
れ
る
べ
〈
一
一
元
化
吉
れ
、
同
年
四
月
二
四
日
K
は
自
由
会
債
法

(
E
F
2
q
F
。S
P
2
)
が
成
立
し
た
。
同
法
に
も
と
づ
く
貸
付
条

件
は
、
最
高
額
を
一

O
O億
ド
ル
と
し
、
借
入
国
の
区
別
た
く
合
衆
国
政
府
が
国
民
か
ら
借
上
げ
た
利
率
の
ま
ま
、
「
自
由
」
に
貸
付

け
る
と
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
利
率
位
、
そ
れ
以
前
白
銀
行
借
款
あ
る
い
は
政
府
債
ハ
公
募
の
場
合
に
く
ら
べ
て
侭

( 

一
九
一
七
年
四
、
五
且
は
二
-
M
A
、
同
年
五
八
且
は
=
一
・
一
1
4
P
、
九
月
以
降
四
・
二
五
形
、
一
九
一
八
年
五
月
か
ら
は
五
ガ
と
在

っ
て
い
る
o

ま
た
貸
付
額
は
一
九
二

O
年
の
九
有
億
八
一

0
0ド
ル
を
最
高
と
し
、
打
切
時
の
一
九
二
二
年
五
月
現
在
に
も
九
三
億
八

六
七
O
万
F
ル
が
計
上
さ
れ
て
み
』
り
、
そ
の
債
務
圏
別
比
重
は
、
同
年
末
現
在
ゼ
イ
ギ
リ
ス
四
五
%
、
フ
ラ
ン
ス
一
一
ニ
ガ
、
イ
グ
P

一
七
・
五
%
、
そ
の
他
と
た
っ
て
い
る
。
ち
た
み
に
同
期
間
中
の
利
用
総
額
は
一
一
八
億
六
七
八

O
万
ド
ル
忙
の
ぼ
っ
た
。
己
の
金
額

は
だ
い
た
い
同
期
間

k
b
け
る
米
国
心
長
期
資
本
輸
出
額
の
七
七

μに
あ
た

U
、
か
つ
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
モ
れ
の

約
一
二
倍
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
自
由
公
債
法
に
よ
る
対
外
貸
付
の
重
要
性
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。

己
目
膨
大
な
政
府
貸
付
は
、
そ
れ
が
単
に
対
欧
洲
列
強
債
権
と
し
て
米
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
役
立
っ
た
の
み
左
ら
ず
、
反
面

に
は
米
国
独
占

u
金
融
資
本
白
戦
時
利
得
の
保
証
資
金
た
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
己
れ
に
つ
い
て
問
貸
付
の
利
用
状
況
を
み

れ
ば
、
次
の
と

b
bて
あ
る
。

一
、
参
戦
前
白
米
国
金
融
機
関
か
ら
白
借
入
金
返
済

(
内
ロ
シ
ヤ
分
五
O
O
万
ド
ル
、
位
世
英
仏
)

六
億
四
八
二

O
万
ド
ル

第
一
次
大
戦
期
に
担
け
る
米
園
田
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

四
，'. 

第
六
号

豆



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
升
投
資

第
七
十
八
巻

目

ノ¥

第
六
号

五

一
一
、
米
国
政
府
へ
白
利
払
(
一
九
一
九
年
五
且
迄
の
分
)

三
、
米
国
金
融
機
関
へ
の
利
払

四
、
米
国
物
資
購
入

四
億
一
二
七
一
ニ
O
万
ド
ル

二
億
九
三
一
一

O
万
F
ル

一
O
ニ
億
七

O
一二

O
万
ド
ル

五
、
中
立
国
物
資
購
入

一
八
八

O
万
ド
ル

合

言十

一
一
八
億
六
七
八

O
方
F
ル

己
己
に
戦
後
に
く
り
白
ベ

b
れ
た
自
由
公
債
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
二
年
二
尽
に
結
成
さ
れ
た
世
界
大
戦
外
債
委
員
会
(
当
日
広

当
白
司
Q
E
m
H
H
巴
与
枠
内
。
自
E
5
5
5
)
に
工
っ
て
、
利
払
延
期
と
長
期
債
務
へ
の
借
挽
措
置
が
な
さ
れ
、
翌
一
九
一
=
ニ
年
五
月
一
目
7

f
ン
ラ

Y
下
心
調
印
を
皮
切
り
に
、
一
九
二
六
年
五
月
ま
で
の
聞
に
一
一
一
カ
国
の
間
て
清
算
協
定
が
粧
ば
れ
h
2
か
く
て
新
た
に
一
一

七
億
F
ル
の
「
戦
債
」
が
、
こ
の
元
本
か
ら
生
ず
る
べ
き
数
億
ド
ル
の
利
息
と
と
も
に
、
米
国
の
「
性
同
貯
の
債
権
者
」
た
る
地
位
聖
堂

づ
く
礎
石
と
な
っ
た
。
例
え
ぽ
そ
の
後
一
九
二
四
年
に
ル

l
マ
エ
ア
政
府
が
石
油
国
管
政
策
を
計
凶
し
た
際
、
米
国
政
府
は
問
国
の
右

泊
投
資
格
益
臨
時
護
の
た
め
に
と
の
債
務
の
即
時
履
行
を
迫
り
、
政
策
白
撤
回
を
強
要
す
る
た
ど
、
こ
れ
を
債
務
国
強
圧
の
手
段
と
し
て

有
形
無
形
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

同
開
口
・
『
4
2
1
H
E
P
-
ヲ
日
2
1
∞

間
一
九
一
四
三
二
年
の
聞
の
長
期
資
本
投
下
額
は
一
一
止
三
億
}
ル
品
別
で
あ
り
、
ま
た
一
八
九
六
一
九
一
四
年
の
そ
れ
は
約
一

O
億
ド
ル
で
あ
る
。

町
田
口

O
U
H
&
o
g
E
2
2・
国
民

O
E
a
F
η
口
B
E
t
ド

VE--
司
回
白
・

出
向
口
『
言
m
h
F
V帽
子

勺

日

2・

ω
口

F
m
g
u
H
F
P
E
∞
品
目

l
品

同
一
一
七
億
ド
ル
の
戦
債
は
自
由
佳
債
未
済
元
金
九
八
億
六
二

O
O
み
ド
ル
と
未
払
利
息
一
八
億
四
ニ

0
0
万
ド
ル
の
繰
入
れ
分
k
恥

b
な
る
も
の



で
あ
る
。
ま
た
戦
債
の
償
還
利
車
は
債
務
固
に
よ
っ
て
若
干
相
違
が
あ
り
、
ギ

p
u
v
ャ
0
・
三
%
、
イ
グ

9
1
0
・
四
%
、
そ
の
他
三
・
一
二
%
で
あ

る
(
間
口
冨
自
見
届
自
色
「

F
E
o
r
q
u
唱
白
ロ
島
斤
目
晶
君
。
H
E
F
S
E
P
J
H
C
U
M
-
E
)

同

F
E
E
S
-
E
2
2
3
5哲

F
E
E
S
F
H
B
F
句
可
'

四

対
外
債
務
の
縮
減

第
一
次
大
戦
に
よ
る
欧
洲
安
戦
話
国
の
資
金
需
要
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
一
方
て
は
海
外
投
資
発
展
の
積
極
的
要
因
と
し
て
作

用
す
る
と
と
も
に
、
他
方
て
は
過
去
一
世
紀
半
に
わ
た
ワ
て
米
国
内
に
累
積
さ
れ
た
こ
れ
ら
諸
国
の
投
資
債
権
の
消
却
、
い
わ
ば
消
極

的
要
因
と
し

τ
の
作
用
を
も
実
現
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
戦
時
中
の
こ
の
消
却
総
額
は
二

O

三

O
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。

ず
左
わ
ち
、

一
九
一
四
年
七
月
一
日
に
お
け
る
諸
外
国
の
対
米
投
資
額
は
七

O
億
九
一
υ
0
0万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
末

に
は
三
三
億
六
一
一

oohHド
ル
と
な
り
、
約
五
三
%
の
縮
減
て
あ
る
。
モ
の
投
資
国
別
、
種
類
別
の
詳
細
は
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
よ
ヲ
て
外
国
白
対
米
投
資
の
縮
滅
状
況
白
概
要
を
把
握
す
る
と
と
が
で
き
る
。
づ
い
て
在
が

b
在
外
米
国
証
券
の

買
戻
し
に
つ
い
て
は
種
々
の
評
価
が
あ
る
。
例
え
ば
同
巴

5
ロ
は
一
九
一
回
一
九
年
の
買
戻
し
額
控
二

O
億
ド
ル
と
見
て
を
り
、

同
叶
出
色
白
色
な
ど
は
二
二
億
F
ル
、
の

H
b共同
ω

は
上
掲
の
よ
う
忙
二
一
八
億
ド
ル
と
し
ず
一
い
ふ
o

ま
た

者

同
'

H

ロ凹

ι【
切
に
よ
る

と
、
一
九
一
四
年
の
在
外
米
国
証
券
額
を
約
凶
五
億
ド
ル
と
沿
さ
え
、
そ
の
買
戻
し
は
一
九
一
五
年
一
月
末
か

b
一
七
年
一
月
末
の
聞

に
一
七
億
四
二
一

0
0
万
ド
ル
、
以
後
一
九
一
八
年
九
月
末
ま
ぜ
に
二
億
五

0
0
0万
ド
ル
、
同
年
末
ま
で
に
一
億
五

0
0
0万
ド
ル
、
一

九
一
九
年
初
頭
か

b
二
O
年
九
月
一
五
日
の
聞
に
二
億
ド
ル
町
以
後
一
九
一
一
一
年
中
頃
ま
で
に
一
億
ド
ル
、
計
二
四
億
四
三

O
O
万
ド

ル
、
だ
い
た
い
二
五
億
ド
ル
が
買
戻
さ
れ
た
と
い
う
。

第
一
次
大
戦
期
に
担
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

怯l
八

第
六
号

五



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
外
投
資

1914年. 1919年

1914(7月1日) 1919(12月31日)

投資国 I且同 I鉄証 道券 証その他券 升配企国業主 I弘川 I鉄証 券道 証その券他 外配企国主業

イ干 Fλ 4，250 2，800 8tiO uOO 770 325 500 

ドイツ 950 300 350 300 550 

オランダ' 635 300 200 135 410 150 100 160 

アフン" 410 290 75 45 130 75 35 20 

カナ F 275 130 95 50 315 150 95 70 

そのイ血 570 350 140 80 362 140 60 50 

計 (a)]7，090] 4，170 1，710 1，210 制 2]1到5 615 800 

c. Lewis; ibid.， p. 546詳細は Chap.VI参照(単位100万ドル)

(註)1 ドイツおまびその連合国(オース 1-9ァ./'ンアfリ ， トルコ，プル

ヌn ア)の1919年額 (550とその他の内の112百万ドル〕は差押資産額で
あり、投資種別は示されない。これb差押資産は 1934'f.6月30日に5億
日630万ドルを返還。 なお印刷万ドルが連合資産管理会 (Alienl~roperty 

C叫 od皿)に菅垣されている。

2 計(a )は全証券額面頓，計 (b)

たもの。

米国における外国投資第七表

8制|545 

第
七
十
八
巻

第
六
号

王
i"l 

四
八
四

は普遇措を市主夏、価格で評価替し

己
れ
ら
諸
国
の
対
米
直
接
投
資
に
つ
い
て
は
、
証
券

投
資
と
同
じ
く
戦
争
資
金
調
達
の
た
め
に
売
却
さ
れ
た

が
、
そ
白
縮
砂
一
額
は
総
縮
少
額
の
一
了
五
d
p
に
す
ぎ
ず
、

か
つ
モ
白
八
o
d
A
は
F
イ
ツ
側
の
判
官
収
資
産
で
あ
り
、

第
七
表
に
み
b
れ
る
よ
う
に
、
オ
ラ

y
f
、
ヵ
ブ
〆
分
に

つ
い
て
は
若
干
の
増
加
を
す
ら
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
す
る
に
第
一
次
大
戦
に
よ
る
米
国

ω債
務
減
少
は
、

欧
州
諸
国
の
対
米
投
資
形
態
が
証
券
投
資
を
主
た
る
も

の
と
し
た
特
色
に
も
と
づ
い
て
、
在
外
米
国
証
券
心
買

戻
し
に
よ
っ
て
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q

阿
国
・
口
言
ご

E
P
L
山
害
白
骨

p
z
p
a
q
E
A
F
b
l

4m戸
百
一
岡
町
匹
、
℃
山
富
凸
r
H
h
d弓
M
m
u
P
E
E
-
日者

H
H
A
F
M
F
E
P

M

岬

唱

同

『

唱

H
Z
M
F内
F
M
v
t

凶
カ
ナ
ダ
円
投
資
増
加
は
カ
ナ
ダ
の
グ
ラ
ン
ド
・
ト
ラ
ン

ク
(
口

S
E
-
-
P
E
F
)
全
社
に
よ
る
米
国
北
部
国
境
の
鉄
道
へ

の
投
資
が
大
部
分
で
あ
り
、
オ
ヲ
ン

F
の
そ
れ
は

rッ
テ

.
シ
品
ル
に
主
る
カ
リ
ア
ォ
ル
一
一
ア
油
閏
へ
の
投
資
に
上

る
、
も
の
で
あ
る
。
口

H、04司
Z-KUM----v・
HMhu・



五

直
接
投
資
の
発
展
的
特
質

第
一
次
大
戦
は
米
国
の
直
接
投
資
の
発
展
に
も
有
効
な
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
υ

し
か
し
な
が

b
証
券
投
資
の
場
合
と
は
己
と

で
あ
っ
た
点
に
一
層
の
重
要
牲
を
認
め
ざ
る
を
え
た
い
。

た
り
、
量
的
増
加
の
函
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
期
の
投
資
が
将
来
へ
の
発
展
に
資
す
べ
き
直
接
投
資
心
海
外
基
盤
の
獲
得
と
整
備
に
有
効

己
れ
に
つ
い
て
一
九
一
四
年
と
一
九
一
九
年
に
お
け
る
直
接
投
資
の
地
域
別
・
部
門
別
比
重
と
モ
れ
ぞ
れ
の
増
加
指
数
を
示
せ
ば
、

ー
一
里
山
山
山
山
山
川
E
山
山
川
山
山
山
一
山
一
何

一一国ー一一
U
山
山
山
t
E山
口
山
ー
山
一
一
郎
E
U

:

一

:

l

i

l

i

-

-

i

l

-

一

一

一一三品川辺一一一一一石川一一一一一

一
、
三
一
二
;
甫
ア
ア
ム
一
一
i
j
i
諜

i
i

一

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
務
外
投
資

第
七
十
八
巻

四
八
丘

第
六
i
u

第
八
表
の
と
お
り

て
あ
る
υ

即
ち
遠

隔
地
域
群
に
つ
い

て
は
、
地
域
比
重

は
一
九
一
四
年
三

八
%
弱
に
対
し
て

一
九
一
九
年
に
は

四
九
必
弱
、
増
加

指
数
に
つ
い
て
は

一
九
一
四
年
一

O

主

五



第
一
決
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

四
八
六

第
六
号

五九

。
に
対
し
て
一
九
一
九
年
は
二
=
一
七
で
あ
り
、
道
援
地
域
群
の
一
九
年
一
四
七
に
く
ら
べ
て
約
三
倍
の
増
加
率
竺
示
し
亡
い
る
。
ま
h
h

投
資
部
門
げ
つ
い
て
は
鉱
業
が
依
然
と
し
ず
一
最
大
の
比
重
を
し
め
、
製
造
工
業
、
農
業
が
己
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
が
右
油
生
産
部
門
の

比
重
が
こ
の
間
に
問
販
売
部
門
の
地
重
を
凌
駕
し
て
い
る
土
い
う
事
実
は
、
と
り
わ
け
注
目
に
あ
た
い
す
る
c

こ
れ
ら
主
要
諸
部
門
の

投
資
過
程
陀
お
け
る
消
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
指
数
の
う
え
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
傾
向
に
関
し
て
は
、
主
要
部
門
に
つ
き
若
干
の
例
証
T
あ
庁
て
、
投
資
の
実
情
把
握
の
資
料
と
し
た
い
。
主
ず
鉱
業
部

門
て
は
、
貴
金
属
部
門
は
こ
の
期
聞
に
約
六
ガ
の
減
少
を
一
示
し
た
が
、
産
業
用
鉱
物
部
門
ず
は
一
億
七
O
=
一
O
方
ド
ル
、
一
九
一
四
年

額
の
約
三
五
%
の
崎
加
を
と
げ
た
。
こ
れ
は
殆
ん
ど
チ
リ
l
へ
白
投
資
増
加
(
そ
の
増
加
額
一
億
三
六
二
一
心
万
ー
と
、
特
陀
そ
の
銅
投
資

に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

即
ち
モ
の
主
要
た
も
の
止
し
て
は
、
一
九
一
五
年
に
一
九
O
九
年
以
来
グ
ッ
グ
γ
ハ
イ
ム
心
支
配
下
に
あ
っ
た

プ
レ
イ
デ

Y
Q
E《
げ
る
銅
会
社
が
ケ
ネ
コ
ッ
ト
(
何
百

E
2
8
銅
会
社
に
そ
の
九
豆
d
n
の
支
配
権
を
売
却
し
、
当
時
の
同
社
投
資

額
は
五
七
O
O
万
ド
ル
で
あ
り
、
い
ど
優
秀
な
業
績
を
あ
げ
た
の
を
は
じ
め
、
一
九
一
六
年
に
ア
ン
デ
ス
銅
鉱
業
会
社

(
k
t
d
白
自
の
中

宅
唱
。
刊
百
巴
回
聞
の
。
)
が
五

0
0
0万
ド
ル
て
設
立
さ
れ
、
一
九
一
九
年
に
は
資
産
額
が
八
五
六
O
万
F
ル
に
増
加
し
、
ま
た
チ
リ

l
銅

会
社
は
一
九
一
穴
住
か
ら
営
業
収
益
を
あ
げ
た
が
配
当
を
留
保
し
、

一
九
一
四
年
比
一
五
O
O
方
F
ル
の
社
債
を
発
行
し
た
の
に
ヲ
づ

e
 

一
九
年
に
は
さ
ら
に
買

0
0
0万
ド
ル
を
発
行
し
て
資
産
の
拡
克
を
肉
つ
が
九
た
ど
が
あ
げ
え

b
れ
る
。
次
に
製
造
工
業
部
門
て
は
、

'" 」一
九
一
四
年
額
に
対
し
て
一
「
億
一
七
O
O
万
戸
ル
の
増
加
を
と
げ
た
。
一
九
一
九
年
額
約
八
億
F
ル
の
地
域
別
内
訳
と
一
九
一
四
年
額

に
対
す
る
各
地
域
額
指
数
は
、
カ
ナ
ダ
四
億
ド
ル
・
一
八
O
、
欧
洲
二
億
八

0
0
0万
ド
ル
・
一
四
O
、
南
米
五

0
0
0方
F
ル
・
七

一
豆
、
キ
ュ

l
パ
西
印
度
二
六

0
0万
ド
ル
・
一
三
O
、
ぞ
白
他
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
前
に
進
出
し
た
諸
資
本
が
充
実
を

図
っ
た
も
の
が
多
く
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
て
は
国
際
製
紙
電
力
会
社
(
宮
宵

H
E
C自
己

pv官
同
食

F
E
q
の
c
〉
の
前
身
で
あ
る
国
際
製



謀タト農業部門投資

(単位100万ドノレ)

主主竺~竺占
砂糖 I 118 I 360 
キューバ I95 I 315 

ドミニカ I10 I 20 
イナ I- I 7 
その他 I13 I 18 

第九喪

合記出

果実

キューハ

コスタリカ

ホンヂrュヲス

コロンピア

そのイtIl

ゴム

メキシ

閣

その

紙
会
社

(
E
J
F
E
C
)

れ
、
国
際
収
穫
機
会
社
は
既
に
一
九

O
=
一
年
同
カ
ナ
ダ
会

が
一
九
一
六
年
に
拡
充
さ

社
(
『
呂
田
μ
耳
目
円
。
刊
の
c
止
め
f
v

巨白
5
・
宮
島
)
を
設
立

ノ一一マミ、

L
f
出

一
九
一
九
年
に
は
さ

b
に
他
に
工
場
を
買
収
す

オ
リ

l
ず
ァ

l
冷
銅
鋤
会
社

。
巳
一
∞

ι
目
。
誌
の
。
)
の
カ
ナ
ダ
特
許
権
を
獲
得
し
た
。
モ

る
と
と
も
に
、

(
C一
宮
白

ω
他
自
動
車
部
門
ゼ
は
7
r
l
ド
・
カ
ナ
ダ
会
社
(
明
白
血

5
2
F
a
o
E
P
E
)が
一
九
一
五
年
に
拡
張
さ
れ
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ

l
p
ー
も
ま
た
一
九
一
八
年
に
は
カ
ナ
ダ
に
お
竹
る

投
資
を
統
括
し
て
同
カ
ナ
ダ
会
社
(
の
8
0
E戸
富
一
E
C
E
C同

C
C
E
F
0・
E
e
を
設
立
し
て
い
る
川
町
欧
訓
へ
は
戦
乱
白
た
め
に
伸
び
た

南
米
に
つ
い
て
は
食
料
品
関
係
の
ス
イ
フ
ト
(
凹
S
F
会
の
p)
、
ア
1
モァ
l
(
K
町
田

E同

官
。
。
)
た
ど
の
投
資
拡
張
が
若
干
み
ら
れ
る
程
度
て
あ
る
。
ま
た
農
業
部
門
て
は
一
九
一
九
年
額
は
五
億
八
七

O
O方
F
ル
に
達
し
、

一
九
一
四
年
額
に
対
L
二
億
三
一
二

O
方
ド
ル
の
増
加
を
と
げ
て
い
る
。
己
の
部
門
別
、
地
域
別
状
況
は
第
九
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
も
拡
張
き
れ
で
砂
糖
投
資
に
つ
W

て
は
次
の
よ
う
た
事
情
が
あ
る
。
即
ち
戦
前
米
国
の
砂
糖
投
資
は
、
国
際
市
場
に
お
け
る
欧
洲
の

や
み
の
見
ら
一
れ
る
と
と
は
当
然
ゼ
あ
り
、

砂
糖
カ
ル
テ
ル
た
る
周
一
燦
砂
糖
連
合

(EJEmwHEMS)
の
一
支
配
カ
の
も
と
に
庄
遣
さ
れ
て
き
た
が
、

山

ω

が
同
連
合
か
ら
脱
退
し
、
吉
ら
に
第
一
次
大
戦
に
よ
る
甜
菜
糖
の
生
産
減
少
に
よ
っ
て
そ
の
統
制
力
が
弱
化
し
た
o

か
く
て
キ
ュ
ー
バ

一
九
一
二
年
に
英
伊
而
国

糟
へ
の
園
際
的
需
要
の
急
増
、
生
産
増
加
が
図
ら
れ
、
戦
前
既
に
進
出
し
て
い
た
ア
ト
キ
ン
ス
、
り
オ
ン
ダ
お
よ
び
西
印
度
砂
糖
金
融

会
社
系
白
諸
会
社
は
拡
大
古
れ
汗
。
そ
の
結
果
一
九
一
九
年
の
生
産
高
は
一
九
一
四
年
の
五
o
d
A
増
、
四

O
O
万
ロ
ン
グ
・
ト
ン
に
遼

第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
洛
外
投
資

第
じ
十
八
巻

四
八
七

第
六
号

五
七



第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

四
八
八

第
六
号

五
ノ、

し
、
価
格
の
高
騰
と
相
ま
っ

τ高
利
潤
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
キ
ュ
ー
バ
・
ア
メ
リ
カ
砂
糖
会
社
(
リ
オ

yr〕
を
は
じ
め
主

要
九
社
の
回
当
残
社
内
留
保
利
潤
総
額
は
一
九
一
四
年
の
八
二

O
万
ド
ル
か

b
一
九
一
九
年
の
三
六
九
O
万
ド
ル
陀
の
ぼ
っ
た
と
い
わ

れ
る
団
最
後
に
右
油
生
産
部
門
に
つ
い
て
は
一
九
一
九
年
額
三
億
二
八
五

O
万
ド
ル
の
内
訳
は
、
メ
キ
シ
三
一
億
ド
ル
、
南
米
八
三

O

O
方
ド
ル
、
カ
ナ
ダ
コ
一

0
0
0
万
F
ル
、
欧
洲
七
五

O
万
F
ル
、
そ
の
他
で
あ
り
、
一
九
一
四
年
額
に
対
す
る
増
加
介
一
億
八
一
一
五

O

万
ド
ル
は
、
メ
キ
シ
コ
一
億
一
主

0
0万
ド
ル
と
南
米
六
一

O
O万
ド
ル
の
増
加
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
他
に
カ
ナ
ダ
、
西
印
度
ト

リ
ニ
ダ

J
F
の
各
ご

O
O万
戸
ル
の
増
加
、
お
よ
び
欧
洲
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
の
二
五

O
方
F
ル
増
と
ロ
シ
ヤ
投
資
三

O
O万
ド
ル

の
全
滅
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

H
ふ
ο

メ
キ
シ
コ
へ
の
石
油
投
資
は
ス
グ
Y
ダ
l
F
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
英
国
系
白
メ
キ
シ
カ
ン
・

イ
グ
ル
石
泊
会
社
と
の
対
立
の
激
化
げ
い
と
も
た
づ
て
、
メ
キ
シ
コ
の
政
権
を
め
ぐ
る
米
英
両
勢
力
の
角
遂
に
よ
っ
て
内
乱
が
勃
発
し
、

ヂ
イ
ア
ッ
以
後
両
派
に
よ
る
政
権
交
替
が
く
り
か
え
吉
れ
た
が
、
こ
の
間
に
ス

F
ン
ダ
1
F
の
投
資
が
押
進
め

b
れ
た
。
し
か
し
一
九

一
七
年
に
同
国
大
統
領
カ
ラ
Y

ザ

(
C司
E
E
)
に
よ
っ
て
地
下
資
源
の
固
有
化
が
断
行
さ
れ
、
採
掘
許
可
権
の
獲
得
な
ど
に
つ
い
て
、

既
に
メ
キ
シ
ヨ
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ

τい
た
メ
キ
シ
カ
ン
・
イ
1
グ
ル
に
対
し

τ、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
時
苦
境
に
陥
ら
ざ
る
を
え

た
か
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
一
九
年
に
は
シ
ェ
ル
が
イ
l
グ
ル
の
支
配
権
を
確
保
し
た
こ
と
に
工
っ
て
、
ス

F
Y
グ
l
ド
は
メ
キ
シ
コ
石

Mm 

油
投
資
の
上
て
英
国
系
資
本
に
若
干
の
劣
勢
を
よ
ぎ
た
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
甫
来
地
域
へ
の
投
資
の
一
九
一
九
年
額
白
内
訳
は
、
ベ

ル
l
四
五

O
O方
ド
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
二

0
0
0
万
F
ル
て
あ
り
、
二

0
年
代
末
に
は
米
国
石
油
投
資
の
最
大
の
対
象
国
と
な
っ
た
ず

M
m
 

エ
ネ
ゼ
ラ
は
僅
か
に
一
八

O
O万
ド
ル
て
あ
る
。
同
地
域
へ
の
キ
要
投
資
と
し
て
は
、
ベ
ル

1
て
は
ス
グ
ン
ダ
1
F
系
の
国
際
石
油
会

社
、
コ
ロ
ピ

7
0で
は
ス
タ
ン
グ
l
F
(
N
・
J
)
、
ヴ
ナ
ネ
ゼ
ラ
て
は
マ
ラ
カ
イ
ポ
右
油
開
発
会
社

(
E
P
E
E
H
E
C己
開

4-白
P
E
E

友
ど
心
投
資
が
あ
か
。
こ
れ
ら
の
投
資
は
投
資
額
と
し
て
は
ま
だ
注
目
す
べ
き
も
の
は
左
い
が
、
例
え
ば
コ
ロ
ン
ビ
ア
て
は

。。4V
)



一
九
一
六
年
に
同
国
の
石
油
生
産
に
重
要
性
を
も
ワ
デ
品
・
マ

l
ル
(
巴
σ
冨
日
自
)
お
よ
び
パ
ル
ロ
(
宮
君
。
)
両
油
回
へ
の
権
利
獲
得

が
な
さ
れ
、
ず
ェ
ネ
ゼ
ヲ
に
お
い
て
は
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